






　高次脳機能障がいの症状は脳の損傷部位によって、現れ方が人そ

れぞれに異なり、重症度もさまざまです。

　症状をよく理解して周囲の環境を整え、対応の仕方を工夫し、適

切な対応を行えば、それまでうまくできなかったことができるよう

になったり、問題行動が減ったりすることがあります。まずは、家

族や周囲の人たちが症状を理解することから始めましょう。

　高次脳機能障がい者の行動や反応に関心をもって、「どうしてそ

のような行動をとっているのか」「なぜこんな風に反応するのか」

と想像力を働かせることが、その人への適切な対応を探る第一歩と

なります。ただし、適切な対処をしたからといってすぐに結果はで

ないこともありますので、気長に接することが大切です。また生活

環境を整えることや代償手段を身につけることで解決できることも

ありますので、年単位で経過を見ていく必要があります。

　高次脳機能障がいと発達障害や認知症は、症状が重なるところが

あり、とくに、病気やケガで脳損傷をこうむった年齢が、生まれた

ばかりであるとか、非常に高齢である場合は、高次脳機能障がいと

判断していいのか難しい場合があります。

　そのため、高次脳機能障がいを生じているのに、発達障害や認知

症と診断される人がいます。くわしい検査で正確な診断を受けたほ

うがよいでしょう。

　高次脳機能障がいの評価をしっかり行い、リハビリをしていくこ

とが大切になります。
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2. 脳のはたらき

名称とはたらき

ウェルニッケ野
（感覚性失語）

高次脳機能障がいへの対応

前頭葉：問題解決、社会性、注意、抑制、発語

側頭葉：記憶、学習、言語理解

頭頂葉：物体認知、距離感、読み書き、計算

後頭葉：色、大きさ、形

中心溝 体性感覚野
（体性感覚障害）

視覚野
（視覚障害）

小脳
（歩行障害・手足の震えなど）脳幹

（四肢の麻痺など）

ブローカ野
（運動性失語）

運動野
（運動障害）

側頭葉

前頭葉

頭頂葉

後頭葉
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